
(57)【要約】

【課題】複数の点状光源を用いれば、増やした点状光源

の数に応じた照度を得ることができだけでなく、簡単な

操作で照射目標との距離を変更できる多光源多光軸投光

システムを提供する。

【解決手段】複数の投光手段を、中心軸１の周囲に設け

る。各投光手段は、中心軸と平行な第１の光軸を有する

第１の凸レンズ手段３と、第１の凸レンズ手段３の片側

に配置される光源手段２０と、第１の凸レンズ手段３の

残る片側に配置される第２の凸レンズ手段４とを備えた

構成とする。第２の凸レンズ手段４が有する第２の光軸

４１は、第１の光軸３１と平行で、かつ、第１の光軸３

１よりも中心軸１側に配置することにより、光源手段２

０からの光を、第１及び第２の凸レンズ手段３、４で中

心軸１側に偏るように屈折させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 投 光 手 段 を 、 中 心 軸 の 周 囲 に 設 け て な る 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 各 投 光 手 段 は 、
　 前 記 中 心 軸 と 平 行 な 第 １ の 光 軸 を 有 す る 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 片 側 に 配 置 さ れ る 光 源 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 残 る 片 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 と 、
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 が 有 す る 第 ２ の 光 軸 は 、 前 記 第 １ の 光 軸 と 平 行 で 、 か つ 、 前 記
第 １ の 光 軸 よ り も 前 記 中 心 軸 側 に 配 置 す る こ と に よ り 、 前 記 光 源 手 段 か ら の 光 を 、 前 記 第
１ 及 び 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 で 前 記 中 心 軸 側 に 偏 る よ う に 屈 折 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 多 光
源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 投 光 手 段 は 、 次 式 を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 光 源 多 光 軸 投
光 シ ス テ ム 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　 ａ ： 光 源 手 段 と 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と の 距 離
　 ｆ １ ： 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 が 有 す る 第 １ の 焦 点 距 離
　 ｄ ｚ ： 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と の 距 離
　 ｆ ２ ： 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 が 有 す る 第 ２ の 焦 点 距 離
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 源 手 段 は 、 前 記 第 １ の 光 軸 上 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 光 源 手 段 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 多 光 源 多 光
軸 投 光 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 は 、 複 数 の レ ン ズ か ら な る レ ン ズ
組 で そ れ ぞ れ 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 は 、 さ ら に 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド を 前 記 第 １ の 光 軸 の 前 方 か ら 少
な く と も そ の 周 り ま で 覆 う 半 球 形 レ ン ズ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 多 光
源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 光 軸 と 前 記 第 ２ の 光 軸 の 距 離 は 、 １ ～ ６ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
３ に 記 載 の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 と 前 記 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 間 に 絞 り を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 各 投 光 手 段 は 、 前 記 中 心 軸 を 中 心 と す る 線 対 称 の 位 置 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム に 関 し 、 詳 し く は 、 多 数 の 光 源 か ら の 光 を そ れ ぞ
れ 違 う 光 軸 を 有 す る 複 数 の レ ン ズ 手 段 を 用 い て 集 光 す る シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 発 光 ダ イ オ ー ド 等 の 点 状 光 源 で は 、 光 を 特 定 方 向 へ 投 光 す る 場 合 、 例 え ば 、 懐
中 電 灯 で 採 用 さ れ る 放 物 面 状 に 形 成 さ れ た 反 射 面 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 図 ５ に 示 す ビ ー ム ラ イ ト が 開 示 さ れ て い る 。 こ の ビ ー ム ラ イ
ト で は 、 光 制 御 要 素 ５ ２ の 略 中 心 に 凹 部 ５ ３ が 形 成 さ れ 、 そ こ に は 点 状 光 源 ５ １ が 配 設 さ
れ て い る 。 点 状 光 源 ５ １ か ら 前 方 側 に 放 射 さ れ る 前 方 光 は 、 凸 レ ン ズ ５ ４ で 屈 曲 し 、 平 行
光 と な る 。 ま た 、 点 状 光 源 ５ １ か ら 側 面 側 に 放 射 さ れ る 側 部 光 は 、 外 周 に 設 け た 反 射 面 ５
５ で 反 射 し て 前 方 へ と 向 か う 。 し た が っ て 、 点 状 光 源 ５ １ か ら 放 射 さ れ る 光 は ほ ぼ 同 一 方
向 に 投 光 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ３ ９ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 構 成 で は 、 前 方 光 を 平 行 光 と な る よ う に 屈 折 さ
せ る た め 、 点 状 光 源 ５ １ を 凸 レ ン ズ ５ ４ の 焦 点 位 置 に 配 置 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 側 面 光
を 平 行 光 に な る よ う に 反 射 さ せ る た め 、 点 状 光 源 ５ １ を 反 射 面 ５ ５ の 焦 点 ／ 中 心 位 置 に 配
置 す る 必 要 が あ る 。 つ ま り 、 凸 レ ン ズ ５ ４ と 反 射 面 ５ ５ の 焦 点 位 置 を 合 致 さ せ 、 そ の 位 置
に 点 状 光 源 を 配 置 し な け れ ば 、 十 分 な 効 果 を 得 る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 点 状 光 源 ５ １ だ け で 十 分 な 明 る さ を 得 ら れ な い 場 合 、 さ ら に 別 の 光 源 を 追 加 す る こ と も
考 え ら れ る が 、 新 た に 追 加 す る 点 状 光 源 を 前 記 焦 点 位 置 に 配 置 す る こ と は で き な い た め 、
コ ス ト に 見 合 う 効 果 は 期 待 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 複 数 の ビ ー ム ラ イ ト を 用 意 し 、 同 一 方 向 に 照 射 さ せ る と し て も 、 照 射 面 で 単 位 面
積 当 た り に 得 ら れ る 照 度 は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 複 数 の ビ ー ム ラ イ ト の 照 射 方 向 を 調 整 し 、 同 一 照 射 面 に 重 複 さ せ て 照 射 さ せ れ
ば 、 単 位 面 積 当 た り の 照 度 を 、 ビ ー ム ラ イ ト の 数 だ け 増 や す こ と は で き る も の の 、 照 射 面
と ビ ー ム ラ イ ト の 距 離 、 各 ビ ー ム ラ イ ト の 配 設 位 置 、 角 度 等 を 細 か く 調 整 す る 必 要 が あ り
、 調 整 作 業 が 煩 雑 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 、 前 記 従 来 の 装 置 や 考 え 得 る 変 形 例 で は 、 点 状 光 源 か ら 照 射 さ れ る 光 を 平 行
光 と す る こ と は で き る が 、 複 数 の 点 状 光 源 を 用 い て 明 る さ を 向 上 さ せ る 場 合 、 コ ス ト が か
か り 、 調 整 作 業 が 面 倒 で あ る 等 の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 記 問 題 点 に 鑑 み 、 複 数 の 点 状 光 源 を 用 い れ ば 、 増 や し た 点 状 光 源
の 数 に 応 じ た 照 度 を 得 る こ と が で き だ け で な く 、 簡 単 な 操 作 で 照 射 目 標 と の 距 離 を 変 更 で
き る 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、
　 複 数 の 投 光 手 段 を 、 中 心 軸 の 周 囲 に 設 け て な る 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 各 投 光 手 段 は 、
　 前 記 中 心 軸 と 平 行 な 第 １ の 光 軸 を 有 す る 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 片 側 に 配 置 さ れ る 光 源 手 段 と 、
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　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 残 る 片 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 と 、
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 が 有 す る 第 ２ の 光 軸 は 、 前 記 第 １ の 光 軸 と 平 行 で 、 か つ 、 前 記
第 １ の 光 軸 よ り も 前 記 中 心 軸 側 に 配 置 す る こ と に よ り 、 前 記 光 源 手 段 か ら の 光 を 、 前 記 第
１ 及 び 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 で 前 記 中 心 軸 側 に 偏 る よ う に 屈 折 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 各 投 光 手 段 は 、 次 式 を 満 足 す る よ う に 構 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　 ａ ： 光 源 手 段 と 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と の 距 離
　 ｆ １ ： 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 が 有 す る 第 １ の 焦 点 距 離
　 ｄ ｚ ： 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と の 距 離
　 ｆ ２ ： 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 が 有 す る 第 ２ の 焦 点 距 離
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 各 投 光 手 段 に お い て 、 前 記 光 源 手 段 は 前 記 第 １ の 光 軸 上 に 配 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 光 源 手 段 に は 、 発 光 ダ イ オ ー ド を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 は 、 複 数 の レ ン ズ か ら な る レ ン ズ
組 で そ れ ぞ れ 構 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 は 、 さ ら に 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド を 前 記 第 １ の 光 軸 の 前 方 か ら 少
な く と も そ の 周 り ま で 覆 う 半 球 形 レ ン ズ を 備 え て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 第 １ の 光 軸 と 前 記 第 ２ の 光 軸 の 距 離 は 、 １ ～ ６ ｍ ｍ で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 と 前 記 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 間 に は 絞 り を 設 け る の が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 各 投 光 手 段 は 、 前 記 中 心 軸 を 中 心 と す る 線 対 称 の 位 置 に 設 け る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 光 源 手 段 か ら の 光 を 、 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 に よ っ て 中 心 軸 側 に
集 光 で き る の で 、 投 光 手 段 の 数 に 応 じ て 倍 加 さ れ た 照 度 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 に よ る 光 の 屈 折 角 度 は 、 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 及
び 光 源 手 段 の 位 置 関 係 に よ り 決 ま る 。 こ の た め 、 同 様 の 構 成 を 有 す る 投 光 手 段 を 中 心 軸 の
周 囲 に 設 け 、 そ の 位 置 関 係 を ま と め て 調 整 で き る よ う に す れ ば 、 各 光 源 か ら 出 力 さ れ た 光
の 集 光 位 置 と 光 源 の 距 離 を 簡 単 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ４ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム の 概 略 図 を 示 す 。 こ の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム で
は 、 中 心 軸 １ を 挟 ん で 両 側 に 光 源 手 段 ２ ０ 、 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ 、 及 び 、 第 ２ の 凸 レ ン
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ズ 手 段 ４ か ら な る 投 光 手 段 が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 但 し 、 本 発 明 で は 、 投 光 手 段 か ら
出 力 さ れ る 光 を 同 一 目 標 に 照 射 さ せ て 照 度 を 倍 加 す る こ と を 目 的 と し て い る の で 、 投 光 手
段 は ２ 以 上 設 置 し な い と 意 味 は な い が 、 そ の 設 置 数 の 上 限 に つ い て は 特 に 制 限 は な い 。 ま
た 、 各 投 光 手 段 は 、 中 心 軸 １ を 中 心 と し て 線 対 称 に 配 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ で は 、 ２ つ の 投 光 手 段 が 中 心 軸 １ を 中 心 と し て 線 対 称 に な る よ う に 配 置 さ れ て い る
。 こ の た め 、 以 下 の 説 明 で は 、 図 中 、 上 方 側 に 位 置 す る 投 光 手 段 の 構 成 の み に つ い て 言 及
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 投 光 手 段 は 、 光 源 手 段 ２ ０ 、 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ 、 絞 り ６ 、 及 び 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手
段 ４ を 、 図 １ 中 、 左 側 か ら 右 側 へ と 順 に 配 置 し た も の で 、 光 源 手 段 ２ ０ か ら 発 せ ら れ た 光
は 、 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ 、 ４ を 透 過 し 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 右 側 へ 投 光 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 光 源 手 段 ２ ０ は 、 点 状 光 源 で あ れ ば 特 に 制 限 は な い 。 但 し 、 発 光 ダ イ オ ー ド を 光 源 と し
、 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ が 有 す る 第 １ の 光 軸 ３ １ 上 に 配 置 す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 発 光
ダ イ オ ー ド は 、 半 球 形 レ ン ズ ３ ２ に よ り 前 方 側 を 覆 わ れ て い る 。 半 球 形 レ ン ズ ３ ２ は 、 通
常 、 発 光 ダ イ オ ー ド モ ジ ュ ー ル の 一 部 を 構 成 す る が 、 本 発 明 で は 発 光 ダ イ オ ー ド か ら 発 せ
ら れ た 光 を 集 光 す る 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ の 一 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ は 、 図 １ 中 、 左 側 か ら 右 側 へ と 順 に 配 置 し た 、 半 球 形 レ ン ズ ３ ２
と 、 ２ つ の 凸 レ ン ズ ３ ３ 、 ３ ４ と に よ り 構 成 さ れ る 。 半 球 形 レ ン ズ ３ ２ は 、 発 光 ダ イ オ ー
ド を 第 １ の 光 軸 ３ １ の 前 方 側 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４
は 、 図 １ 中 、 左 側 か ら 右 側 へ と 順 に 配 置 し た ２ つ の 凸 レ ン ズ ３ ２ 、 ３ ３ に よ り 構 成 さ れ る
。 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ 、 ４ の 各 レ ン ズ の 寸 法 や 形 状 、 構 成 な ど に つ い て は 特 に 制
限 は な く 、 そ れ ぞ れ 単 一 の 凸 レ ン ズ で 構 成 し て も よ い し 、 図 示 さ れ る よ う な 複 数 の レ ン ズ
か ら な る レ ン ズ 組 で 構 成 し て も よ い 。 以 下 の 説 明 で は 、 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ 、 ４
を そ れ ぞ れ 単 一 の 光 軸 、 中 心 、 焦 点 距 離 を 有 す る 一 体 物 と し て 考 え 、 そ の 細 か い 構 成 は 希
望 す る 寸 法 や 焦 点 距 離 に 応 じ て 公 知 技 術 に 従 っ て 自 由 に 設 計 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 絞 り ６ は 、 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ か ら 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ へ と 進 む 光 の 径 （ 範 囲 ） を
調 整 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 光 源 手 段 ２ ０ か ら 出 力 さ れ る 光 を 中 心 軸 側 に 屈 折 さ せ る と 共 に シ ス テ ム 全 体 を 小 型 化 す
る た め 、 光 源 手 段 ２ ０ と 、 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ 、 ４ と は 、 図 ２ に 示 す よ う に 配 置
す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ 、 ４ は 、 そ れ ぞ れ の 光 軸 で あ る 第 １ と 第 ２ の 光
軸 ３ １ 、 ４ １ が 中 心 軸 １ と 平 行 と な り 、 第 ２ の 光 軸 ４ １ が 第 １ の 光 軸 ３ １ よ り も 中 心 軸 １
側 に 接 近 す る よ う に 配 置 す る 。 さ ら に 、 以 下 の （ 数 ３ ） を 満 足 す る よ う に 配 置 す る 。 な お
、 以 下 の 説 明 で は 、 ２ つ の 光 軸 ３ １ 、 ４ １ の 間 隔 を ｄ ｙ と す る 。 こ の 場 合 、 ｄ ｙ は １ ～ ６
ｍ ｍ に 設 定 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　 ａ ： 光 源 手 段 と 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と の 距 離
　 ｆ １ ： 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 が 有 す る 第 １ の 焦 点 距 離
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　 ｄ ｚ ： 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 の 中 心 と の 距 離
　 ｆ ２ ： 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 が 有 す る 第 ２ の 焦 点 距 離
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 数 ３ ） の （ １ ） 式 は 、 光 源 手 段 ２ ０ と 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ の 中 心 と の 距 離 ａ を 、 第
１ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ が 有 す る 第 １ の 焦 点 距 離 を ｆ １ よ り 短 く 設 定 す る こ と を 意 味 す る 。 し
た が っ て 、 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ の 右 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ に と っ て 、 光
源 手 段 ２ ０ は そ の 元 の 位 置 よ り 左 、 つ ま り 、 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ に よ っ て 生 成 さ れ た 光
源 手 段 ２ ０ の 正 立 虚 像 ２ １ の 位 置 に 配 置 さ れ る こ と と 同 等 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 図 １ で は 、 正 立 虚 像 ２ １ と 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ の 距 離 を ｂ で 表 わ す が 、 結 像 公
式 に よ れ ば 、 通 常 正 立 虚 像 ２ １ と 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ の 距 離 は （ 数 ４ ） で 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　 と こ ろ で 、 （ 数 ４ ） は 、 （ 数 ３ ） の （ １ ） 式 が 前 提 と な る 。 こ の た め 、 （ 数 ４ ） の 値 が
マ イ ナ ス で あ れ ば 、 像 は 虚 像 で あ る こ と を 意 味 す る 。 但 し 、 ｂ は 距 離 で あ る た め 、 マ イ ナ
ス に な る こ と は あ り え な い の で 、 マ イ ナ ス を 乗 算 す る こ と に よ り 、 （ 数 ５ ） と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ は 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 作 用 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 光 源
手 段 ２ ０ と 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 距 離 を 削 減 す る こ と に よ り 、 本 発 明 の シ ス テ ム 全 体 を
小 型 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 前 記 （ 数 ３ ） の （ ２ ） 式 は 、 ｆ 2＜ ｂ +ｄ ｚ ＜ 2ｆ 2を 等 価 で あ る 。 つ ま り 、 正 立 虚
像 ２ １ と 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 中 心 と の 距 離 ｂ +ｄ ｚ は 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 焦 点
距 離 ｆ 2よ り 長 く 、 ｆ 2の ２ 倍 よ り も 短 く 設 定 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。 ｂ +ｄ ｚ を ｆ 2よ
り 長 く 設 定 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 右 側 に 正 立 虚 像 ２ １ の 倒 立 実 像 ２ ２
、 及 び 、 こ の 正 立 虚 像 ２ １ と 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 距 離 ｄ ｙ の 倒 立 実 像 ２ ３ が 形 成 さ れ
る 。 そ し て 、 ｂ +ｄ ｚ を ｆ 2の 二 倍 よ り 短 く 設 定 す る こ と に よ り 、 形 成 さ れ る 倒 立 実 像 ２ ２
、 ２ ３ を 、 正 立 虚 像 ２ １ 及 び ｄ ｙ よ り も 拡 大 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 正 立 虚 像 ２
１ の 実 像 ２ ２ と 第 ２ の 光 軸 ４ １ の 間 に は 、 拡 大 さ れ た ｄ ｙ の 実 像 ２ ３ が 介 在 し て い る た め
、 正 立 虚 像 ２ １ の 実 像 ２ ２ は 第 ２ の 光 軸 ４ １ か ら 遠 く 下 方 に 離 れ て 中 心 軸 １ の 近 傍 に 形 成
さ れ る の で 、 光 源 手 段 ２ ０ か ら 出 力 さ れ た 光 は 中 心 軸 側 へ と 斜 め に 偏 る よ う に 屈 折 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 中 心 軸 １ を 挟 ん で 上 下 両 側 に 設 け た ２ つ の 投 光 手 段 が 同 時 に 作 動 し
、 ラ イ ト バ ル ブ に 投 光 す る 際 、 光 の 進 行 方 向 及 び 照 射 範 囲 を 見 る と 、 上 側 の 投 光 手 段 が 光
を 下 方 に 屈 折 さ せ 、 下 側 の 投 光 手 段 が 光 を 上 方 に 屈 折 さ せ る た め 、 両 方 の 光 は 中 心 軸 で 集
光 し 、 集 光 部 分 に ２ 倍 の 照 度 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ を 右 側 に 移 動 し 、 ｄ ｚ を 増 大 さ せ る と 、 正 立
虚 像 ２ １ と 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 距 離 ｂ +ｄ ｚ も 増 大 さ れ る の で 、 実 像 ２ ２ 、 ２ ３ の 位
置 と 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ４ の 距 離 が 減 少 す る 。 つ ま り 、 光 源 手 段 ２ ０ か ら 出 力 さ れ た 光 の
中 心 軸 側 へ の 傾 斜 度 合 い が 増 大 す る こ と に な る 。 こ の と き 、 両 方 の 光 は 同 様 に 中 心 軸 １ に
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集 光 す る が 、 図 ４ の 集 光 位 置 と 、 図 ３ の 集 光 位 置 と を 比 較 す れ ば 、 光 源 手 段 ２ ０ に 対 し 、
図 ４ の 集 光 位 置 が 、 図 ３ の 集 光 位 置 よ り も 近 く に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ は 、 第 １ 、 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段 ３ 、 ４ の 距 離 ｄ ｚ を 調 整 す れ ば 、 各 投 光 手 段 か ら 出
力 さ れ た 光 が 集 光 す る 位 置 と 、 光 源 手 段 ２ ０ の 距 離 と を 自 由 に 変 更 で き る こ と を 意 味 す る
。 そ し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 中 心 軸 を 挟 ん で 上 下 に 位 置 す る 各 投 光 手 段 の 第 ２ の 凸 レ ン
ズ 手 段 ４ を 一 体 的 に 形 成 し 、 ｄ ｚ を 自 由 に 調 整 可 能 と す れ ば 、 各 光 源 手 段 か ら 出 力 さ れ た
光 の 屈 折 角 度 を 、 照 射 し た い 目 標 地 点 の 遠 近 に 応 じ て 調 整 し 、 集 中 照 射 す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム は 、 自 転 車 用 前 照 灯 、 懐 中 電 灯 、 ス ポ ッ ト ラ イ
ト 、 ダ ウ ン ラ イ ト 、 プ ロ ジ ェ ク タ ー 等 の 光 源 手 段 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム を 示 す 略 示 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 原 理 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム が ラ イ ト バ ル ブ へ 投 光 す る と き の 照 射 状 態 を
示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 多 光 源 多 光 軸 投 光 シ ス テ ム が ラ イ ト バ ル ブ へ 投 光 す る と き の 照 射 状 態 を
示 す 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 点 状 光 源 用 ビ ー ム ラ イ ト 装 置 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ … 中 心 軸
２ ０ … 光 源 手 段
２ １ … 正 立 虚 像
２ ２ … 光 源 の 倒 立 実 像
２ ３ … ｄ ｙ の 倒 立 実 像
３ … 第 １ の 凸 レ ン ズ 手 段
３ １ … 第 １ の 光 軸
３ ２ … 半 球 形 レ ン ズ
３ ３ 、 ３ ４ … 凸 レ ン ズ
４ … 第 ２ の 凸 レ ン ズ 手 段
４ １ … 第 ２ の 光 軸
４ ２ 、 ４ ３ … 凸 レ ン ズ
５ … ラ イ ト バ ル ブ
６ … 絞 り
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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